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資格 8

　日本語教員
■青の網掛けは資格取得が可能な学科
人間 生物資源 機械情報 国経 教育 PA LA 観光

英語教育 生物環境 ソフトウェア 乳幼児 MD
生命化学 マネジメント AE

エンジニアリングデザイン

　「日本語教員」とは、日本語を母語としない人を対象に日本語を指導する教員のことです。日本語教員の多くは、大学に
おける留学生や日本語教育施設における就学生、外国人研究生や地域に居住する外国人等、国内外の多様な日本語学習者に
対して日本語を教育することに携わっています。

本学における日本語教員の資格
　「日本語教員」は法に基づく免許・資格制度ではありませんが、大学で主専攻または副専攻として日本語教育に関する単
位を修得した人たち、一般の日本語教員養成機関で日本語教育の講座を受講した人たち、それに、日本語教育能力検定試験

（日本国際教育協会）に合格した人たちが日本語教員としてその教育に携わっています。
　本学では、このうちの「大学副専攻における日本語教育の単位修得者」として資格取得を希望する学生に向けて、次頁の
教育課程表（教育プログラム）を開設しています。
　この教育プログラムは、日本語教育施設推進に関する調査研究会（旧文部省）の「日本語教員養成のための標準的教育内
容」（1985年 ５ 月）に基づき開設され、その後日本語教員の養成に関する調査研究協力者会議（文化庁）の「日本語教育の
ための教員養成について」（2003年 3 月）に沿って進めています。

①　本学における日本語教員の資格取得には、前述の副専攻による履修を基準として、次頁の表に定める必要科目の単位
を修得しなければなりません。

②　前号の履修条件を充足した者には、本学より「日本語教員養成プログラム修了証書」を授与します。
③　この日本語教員資格取得希望者は、国語あるいは英語の教育職員免許状取得のための関係科目を履修中であることが

望まれます。

修了証書の取得申請について
①　卒業該当年次の最終セメスターに、掲示板にて申請手続き等に関する通知をします。
②　�申請手続きは、前号の通知に従って行うこととし、申請書の提出および申請料の納入によって所定の手続き完了とし

ます。
　　申請料　5,000円　（申請料は改定されることがあります）
　　なお、正式手続き後の申請料は、理由のいかんにかかわらず返金しません。
③　‌�申請書の受理後は、前第 ２ 項の各号に照らし審査のうえ、合格した者に「日本語教員養成プログラム修了証書」を授

与します。
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日本語の構造に関する
体系的、具体的な知識

10

○日本語学 2 ● ●

10
以
上

○日本語音韻論 2 ●

○日本語文法論Ⅰ 2 ●

○日本語語彙論 2 ●

　日本語文法論Ⅱ 2 ●

　日本語学演習 2 ●

　日本語学研究 2 ●

日本人の言語生活等に
関する知識・能力

2

　日本語史 2 ●
2
以
上

　日本語表現101 2 ● ●

　日本語表現102 2 ● ●

　日本語表現演習 2 ●

日本事情 1

　日本国憲法 2 ●
2
以
上

　日本文学概論 2 ●

　日本文学 2 ● ●

　歴史（日本） 2 ● ●

言語的知識・能力 4

Issues in Language and Society 4 ●

4
以
上

Issues in Second Language Acquisition 2 ●

Global Communication 4 ●

言語心理学 2 ●

異文化間コミュニケーション 2 ●

日本語の教授に関する
知識・能力

9

○日本語教育概論 2 ●

10
以
上

○日本語教育演習 2 ●

○日本語指導法Ⅰ 2 ●

○日本語指導法Ⅱ 2 ●

　日本語教育特殊研究 2 ●

　日本語教育実習Ａ 1 ●

　日本語教育実習Ｂ 2 ●

　教育の方法と技術（中・高） 2 ●

　コンピュータと学習支援（中・高） 2 ●

26 資格取得に必要な単位数合計 28

○は必修科目




